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率に於τ任意的にモの1/4個慢をさった揚合
目的の穂型や得る確率-a.> 1∞〈密穂は25~ 、

藤穂は75%)ざすれば、夫々並性及び渦性の
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儀吹と込え齢 最長ぷ及品伊
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なる確率ぞ以て目的の穂型をさるこさができ

る(但8交雑の結果より算出〉

<4) Faに於けるE軍用
並性固定系統の室内選抜並×渦のFs系統中

で並佐系統の 2/3は並3:渦 1に分離するが、こ

れは衣の方法で明確に見分け得るo@pち、民個
帽よりさった種子の 1郁 (15-20)そ闘揚栽培・

以前の適宜の時期に費芽さぜ渦般の特徴をもっ

個腫の分離するや否や槍定する。命、並・渦分

離系統に於て析出する渦性個慢は uzuzホモ系

統ざして取吸うこさができるJ
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生鮮麗薬の貯臓に関する研買じ1) 

冷凍貯臓に対する遁腰性に関する研買

小河原.岳司

1.緒 言説業者?凍結氷化する穣の低温に 低呼吸限界温度低〈、解凍後品質の襲化の少い

於τ、生活機能を最低限まで低下せしめて貯蔵 事等が暴けられる白木研究の目的は各種冬麓楽

する方法を冷凍貯載さ帯する。冷凍貯離の可能 に新て、其の冷凍貯蔵に射する遁慮性の程度を

なる麓菜め具備すべき傑件さしては、組織細胞 知ら'んざしたものであるD

内に結合水省?多量に含有し、凍死温度低〈、最 2.結合水に関する実験生物が凍結そ起
第 1表 各種競菜 1=於りる結合--*

言主 料 糊gl州 ~I ;/RI 訴 摩ヰ汁液の )(;中の瓦中のB/R 汁液の It中の 瓦合中・水の

類|棚田
比重 伊l形駒銭合水 平重

類|峨日
均重 固形物館

B/R 
積 R' ! B R I B 
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しても街、凍死せき.るは結合水の多少に依るさ雷

ふニさは以前から論ぜられてゐるo主主に結合J1<.

さ帯するは原形質中に於けるがリペプチツド舗

に依りて束縛される水である。結合水測定の方

法さしてはJ.D. Syre¥lO)氏は各種測定法ぞ比較

して Calorimetermethod を帯錫してゐる。筆者

は噌田川氏に倣ひ、 dilatometricのJf法ぞ用ひ

て測定Lた。測定結果は第l表i二示す通りであ

る白

第 1 表に依れば里芋は最も多量の結合水~有

し、之主二次いで葱頭、組菜、牛芳、議積草に於

て多い。又同種類にでも山東白葉は芝釆白菜よ

りも多重の結合水谷含有してゐる。之ぞ時期的

に見るさ寒冷の加はるに梶って結合水は場加し

てゐる。増田川氏は蔀菜の固形物中iこは結合水

の保持に難易~有する物質が混在するこさを推

論してゐる。此の事は本表よりも推察され、固

形物も冷寒朋になるに縫って大憶に於て増加じ

でゐる。結合水を長も多〈含有してゐる里芋は

汁液中の岡形物も最も多量である。

3. i安透匡に関する実験 Iljin氏は耐乾性
さ聞係のある細胞の性質さしで細胞液の法透債

の高いこSを皐けてゐる。耐乾性及び耐凍性の

爾性質は共通すべきものがあり、細胞液の濠透

置の高いこさは氷動ぞ降下せしめ、結氷の始ま

るニさを困難ならじむるものさ考へられるq叉

結氷による細胞韓積の費化ぞ少〈し、細胞質三

細胞嘆さの聞の機械的作用の起る二さぞ鰹滅す

るさ言ふこさも考へ得る。氷臨海下法に依り各

種薗棄の細胞汁液の透透匪を測定しすこ結果は次

の通りである。即ち

陣鐙〈芭重)7.51".、樋笛〈聖議院)8.79、滋(白色

1))9.93、濃く総色郎)7.76、白楽(芝果)8.23、白楽

(. LJ東~) 8.72兼帯〈塑議院)7.51、ミヲパ 5.33、議

電量箪4.84、胡樋錨9・G9、壬安楽 8.23、限紫色刊悠

鼠 10.G6

上の結泉に依れば葱頭は最も‘凄透座高〈、之

にヨたいで胡緩葡がi高〈、諜藤草は最も低い0・次

に害事位に依る港透塵の相違は次の様である。

踊錨く宮室〉頭締9.3¥'!銀盤、中央曹s8.72、最下官官R.ll

山東祭第1-2118.-96紙屋、由席3-4~震8 ， 96、第 5

-6箆¥'!.93、第7-8襲 9.93、第9-10葉 10.16、

.U-l'1.J誕 11.83、第1与一1~臨 11.38、中心部11.38

即ち肩書葡に於ては頭部最もさま透座高〈、最下

部lま最も~還1!!が{lfい。叉ËÍ菜、檀菜の責11:舎葉
菜類に絞ては、濠透歴lま太慢に於て内部業に於

て高〈なってゐる。 Ounsworth氏も Ce]eryに於

て内部葉柄は外部葉柄よりも主主透塵が高いこさ

や見てゐる。

4.解凍時の水分惨出量に関する実験食
品冷凍貯蔵に際しては解凍後品質の型化の少い

こさが必要である。読条を冷凍貯蔵して後組織

の軟弱になるのは、氷の結晶の生長に伴つτ細
胞か6水分が奪はれ、それが解凍しでも全部色

さへ庚ら示、其の爵制胞の膨匪カ覗少女こさが

其の一因であるd筆者は蔀菜組織の冷凍貯蔵に

'依る理事的性質の擾化ぞ知る僑に、解凍時に於

ける水分遠出量ぞ調査した。轟菜組織を揖氏零

下7・-10。の下に於て凍結せじめ、之を分液漏
• • 

斗tこ入れ、機氏30・の恒温器内に 1時間保ち葉

の遠出水分量ぞ測定した。此の際必出量の多い

もの程組織の聾化が大きい揮であるが、 1瓦雷

りの解凍時に於げる差是出量は次の様であるq

胡漕錨く11周9日)0.0135瓦周11月26関)0.0119、

山県白菜(11月7日).0.0257、同11}318日)0.0146、
照値〈塞沼院)11月8日)0，叫54、芝果白菜(11月17日〉

O.O::ill、必楽(11月10日))，040盟、蓮種事(11..ij15日3

0.0117、菖芭(11月14日)0.043')、墨芋(11月12日〉

0.0125、や聖書111局15日)0.0103、滋頭(11月16日〉

O.∞99、総〈白色鰐〉く11月6日)0.01110，同(11)J26
日)0.011){，葱〈線色総)(l1JJ6 日 )0.0291、同~11)J

26日)0，0144

上の童文字に依れば葱舗、牛芽捗解凍時に於け

る水分遠出景最も少〈、反針に芝宋白菜、高官

恭菜は遠山量多〈、葱閥、牛聾の約4-5傍に

建してゐる。白1ち麓鋭、牛芽は冷凍貯蔵に依り

て理接的要化ぞ受りるこさ少〈、芝宋白菜、高

昔、恭柴は隻化そ受け易い。然し其の程度は~

穫j困じよりて異るものの如〈、冷寒朋牧種のも

のは然らざるものに比し港出量iま少〈なっτゐ
る。実に冷凍読菜を解凍するに雷りて、念激に

解凍すべきか、或ひは緩徐なる解凍t.e行ふべき
か々知る属に衣の6匝を設けて遠出量密測定し

ずこョ材料には轟萄を用ひた。結果は次の温めで

ある。

.Wの告書出量 150C(30分)0.∞12瓦泊。C(61吸う
0.0175、"150Cく90分)0.0198、3/)oc(30分，)0.01釦
3000 (00分)0.0237、300Cく909')0.(，242 
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之に依れば大慣に於て低温に於て解凍したもの

が水分遠出量も少ι、緩徐なる解凍が望ましい
様である。

5.凍結温度に関する実験凍死活奮の高
低が凍結貯蔵に針する遁感性の程度や左右する

こさは勿論であるが、凍結温度も何かの多考じ

なるものさ考へ、数種競菜に就き其の凍結艶を

測定した。測定には銅コンスタシタシ熱電射を

用ひ、薬菜顕にありては供試薬ぞ成る可〈竪〈

捲合、其の中央に熱電針の一端ぞ掃入し、根菜

類にありでは組織中tこ其の一端~掃入Lて之ぞ

冷却裳置内の試E会堂内に懸垂し、熱電針の他端

は石油絵入れたる試験管中に挿入して氷片や浦

した察官存中に置き、熱電針の雨端をなす銅線ぞ

D' AlBonval 氏型 Galvanometerに接ぎ、 G・l¥'ono-_ 
metlll'の示度を讃ん官。其熱電射の感度は揖氏

1度に撃すして電流計の示度2.287度であっ?こ。

其の結果龍菜の凍結晶突の通りである。

・傷、-O.8OOC‘鵠.舗、-1.22、虫学、一心.'73、鐙菜、

-0.82，憲、-0.87、通費革、，ー1.，3宮、壬生薬、-

0.91、富宮、ー0.'71、商省、一0.98、タカナ、-1.12

之に依れば根菜類に於ては里芋は最も凍結勤

高〈、都葡も比較的高い榔吉勤を示してゐる。

胡尊葡は最も凍結匙が低い。葉楽想では蕗葎草

が最色凍結艶低〈、高賞、煙菜、廷は諌結温度.

カ可高い。

6.考 察冷凍貯蔵が実賓及び麓楽に遁用
される様になったのは比較的近年であるが、現

在では既に経潰的責用化の域に迄遺じでゐるo

aし乍ら呆賓及び麓葉の綿ての積額が冷凍貯識
に遁臆してゐるさは構し難い。一般に解凍後の

麓菜の組織は1軟化崩潰して相官量の水分が盛出

するq 此の費質の原因は凍結による植物細胞の

死滅に依るものであるが、此の凍結による細胞

死漉の原因に就τは種キなる設が提唱されてゐ
る・SacbS(9、氏は凍死健沫結中に起るものでな

〈、融解の際に原形質iこ化率的費質~受ける事
に織るものであって、緩徐なる解凍冷行~ば原

l二形質への還元が可能であるさ帯した。 Muller-

Th時間f町民は植物制吉に際しては氷は細胞内

形成されるにあら守して、細胞間際に形成され

る志のであり、緯って氷の結品の成長は細胞内

の水分の奪取を伴ひ、続物の渇冷の拡態か品凍

結への修行の際に現はれる水分の奪取が凍死の

康問であるさ湿ぺ Mnlisch民も此の設省F支持L
τゐるoGarke(2)氏は凍死の原因~温厚なる作
液の震の蛋白質の費化に鍔じ、 Mu:imow町民は

凍結によ!る水分の奪取さ氷の機按的盤カに院し

τゐる。又安藤川氏は細胞の凍死は原形質が凍
結し其の腫制ぞ破壊するこさiこ基因するさ建ぺ

Tゐられる。斯様に凍死の原因に掛・ては種キの
詑が稽へられてゐるが、耐凍性さ凍結貯蔵さの

聞に関聯のあるこさは疑へない。

弦には各種疏菜に就τ結合水、固形物量、塗
透盤、解凍時の1東出水量、凍結温度ぞ測定した

のであるが、.此の間に明らカ、な相聞キ係者?認め

るこ注は出来なかっfミo結合水さl固形初量に就

ては同一種類に於ては寒冷朋になるに従って爾

者は相卒行して増加して'ゐる。然しaとそ全般的
に見るミ固形賀多会麗類必?しも結合*多きも

のさ建断するこさは許されない。

本研究に於て調査した項目に就ては其の全部

ぞ満足する色のは齢〈、例へば蓮華草は鮪合水

多〈、解凍時の埠出水量少きも埠透匪は相官低

〈、叉里芋の如きは結合7Juま極めて多いが、血
較的高温にT凍結する。誇凍貯蔵に針する遁廊
性を決定するよに、何れに最も重匙そ置ぐ可き

かは困難なる問題である。然し乍ら法透aの加
きば冷凍貯蔵に針する遁感性決定上にあまーち重

要なる意義者F有するものさは考へられない。此

の1M旨加味するさ・ii頒、胡葛萄、議議草は比較
的適脂性高〈、之に反して白菜、監萄、高匿の

如舎は遁膳性が低〈他の遁嘗なる貯蔵法が望ま

しい。松本博士向に依るさ葱棋は解凍さ共に組

織が崩壊し、藤誠に就ては夏iニ疑問が生以皇

苧に就でも凍結艶が高い理由じよめ遁慮性高き・

ものさは稽し難い。

7.摘要，
(1)冷凍貯蔵A期する治期段決定する震に

結合水、遠透座、解凍時に於Jf，る主主出水量、凍
結艶々測定した。

〈斗結合71dま冷寒期さなるl二従って増加し、

叉之に卒仔ιて同形物量も槍加する0'-然し固形
物量多き種類必?しも結合水多きものさ建断す

るこさは出来ない。

。〉胡結:萄、磁器草iま遁膳性多〈、白菜、施

萄、高直は遁感性が低いョ
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玉彊黍、裸麦、小麦及び玄米の貯臓力の此較に就て・

依託湖底太郎・貝原弘道・海野元太郎・渡遅行弘・山本二郎

1緒冒著者等はこれまて4米鍛及び小?f
に就てはその貯蔵試験者F十分行ったが練穿及び

玉械に就てはこれまゼ行ったこさがな〈又他

にもその研究が砂いので昭和17年 1月より問19

年9月まで約3年間玉萄黍並に裸穿さ共t二小書

及び玄米ぞも貯蔵して4種般物の貯蔵カ在比絞

調査した白

2. I式料並に貯職方法 玉罰樹立品種不明
黄色種で昭和1eJf.lこ倉童文商業製校並じ岡市立商
業製校iこ委託しτ栽培牧挫したもの、練要は屋
根棟、玄米は旭、小~Hま新中長 iニしT何れも昭
和1~年宮所産である。 水分含量は何れも約1S%

にしτ試験tこ供した。貯蔵方法iま錐密封及び夙
に入れτ事砿究所内簡易倉庫内に納めす=白
3.貯臓の鮭果貯蔵中外甑、水分台量、千
祉重、ー畑、制歩合、ゲ4・タtシB1含量.

.カタ矛ーゼの活方並に害虫lこよる被害程Jj等.:r

調査しτそれぞれの貯蔵カ.:r比較した。
( 1)貯蔵方法の比較何れの献物も錐舵蔵が

極めτ安全にしτ4種戴物さも水分12%まで乾・

憾して縫に密謝すれば8タ年後に於τも外観は・
新般s:J4るこさな〈、褒芽力、必タヨーゼ、ゲ

4タtシ均等や最長も多〈保有する.夙に貯蔵

すれば般物は色滞不良ざなり、吸漁し且虫害ぞ

豪。、物理的、化祭的並iこ生化事的性蹴究費し‘
雛臭を伴い、貯蔵結果は極めτ不良さなる。
(2)般物の種類じよる貯蔵JJO.優劣匂桂は

通常俵或は玖が使用されτいるので、此の揚合
玖貯蔵tこ就てその橿劣ぞ論十るのが醤~得τい

るさ思ふ故以下これぞ主さし、錐貯蔵の揚合は

必要に廊じτ補足的に・述べる二's、する。
(a)外観 3タ年貯蔵後ψ4種載物の外観は

玄米が最もよ 4 、衣いで裸~ミ 1]) 裏切町民て、玉

寵黍が最も悪い。これは主さしτ此等毅物め吸
源性、害虫め晴貴子程度並に蝕害部位による。

(b)吸源性 貯蔵中の 4種般物の根源献況:1ま

第1閣の如〈である。これじよれば何れの般物

第 1 圃

玖貯蔵に於l.tる4謹般物の吸糠性の比叡
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も始め8ナ月聞は経慢に吸漁し、その後念に水

分を槍して 1牛傘後iこは何れも 13.6-14.6%さ
なめ、貯蔵2年後に最も少い玉萄黍が14、f%じ

して、裸穿及び小~Iま何れも 15.7%を示し忌も
多い玄米は1(.%さなった。夏iこ2-Jf.8丹後には
玉樹黍は14.~%s-な匂量まも少〈、練~fま 15 ， 6 ，.;

にして費化な〈、 IJ、要は僅カ、場加しτ16.1%ざ

なり玄米.も習を化なく 16.1%にして、何れの般物

も大恒吸滋の飽和紙腫に議レている様である。

よって吸様性は 4 種叡物中玉勾黍が最 ~/J・、
次が操穿にして小書及び玄米のそれが最も太き
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